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5. SWAT-MODFLOW £F /LViZ L5 F AT I =L — 3 v
5.1 SWAT-MODFLOW <& 7 /L O #f 2L

(1) SWAT-MODFLOW < 7 L DAk
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Linking 3 Models: SWAT
MODFLOW

RT3D

s Volatilization

Latera! Percolation,
Transport

Stream stage
Solute transport

I T e Concentration
G(’":‘;'c':_lda‘”a;e( Groundwater flow
¥ g N, P reactive transport
N, P mass loading

Confining Layer
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« Convert HRU variables to DHRU variables
« Convert DHRU variables to grid variables
* Convert SWAT units to MF units

,,,,,,,, SWAT-MODFLOW ¥SaL—ysY [T
ST ; lsm Stream J' PET (75 T )

percolation s{age remain =
* Groundwater Discharge (8 FKRE)

e l RCH lIWEL l/ RW II — / |» * Hydraulic head (itiRK{1D)

. P Canal WET N
Daily Loop : ‘ ‘,;;;rp')g 15::;95 16 = ; + Recharge CEES)

3 L x ¥
« Convert grid cell variables to DHRU
variables

= Convert DHRU variables to HRU variables
+ Convert MF units to SWAT units

Stream route

4 VIII-16 SWAT-MODFLOW IZE 725 I 2 b—3 3 VOt

SWAT &7 /LIZBT 5/KLEH X HRU HAL CTiThb b DIZ% L, MODFLOW Ti%, %

9 Colorado State University, Department of Civil & Environmental Engneering, SWAT-MODFLOW
Tutorial -Documentation for preparing model simulations-, 2017

129



	I. 事業の背景
	II. 令和２年度（2020年度）調査計画
	１. 調査目的
	２. 本事業のこれまでの経緯
	３. 課題の整理
	４. 事業の基本方針
	５.  本年度の業務内容

	III. 計画準備
	IV. 筑後川、矢部川流域における現地調査
	１. 調査概要
	２. 調査結果

	V. 筑後川、矢部川SWATモデルの構築
	１. SWATモデルの概要
	２. SWATモデルの作業フロー
	３. 菊池川モデルの他流域への適用
	４. 菊池川モデルの筑後川および矢部川流域への適用
	４.１ 菊池川モデルの他流域への適用に関する考え方
	４.２ 菊池川モデルとの整合性の調整
	（１） 菊池川モデルの設定レベル
	（２） ソフトのバージョンアップおよび作業環境の統一


	５. インプットデータの作成（既存データの収集・整理）
	５.１ 気象データ
	（１） 雨量
	ア） データの入手先

	イ） 降水量（筑後川）
	① 　久留米観測所
	② 　三隈観測所
	③ 　雉谷観測所

	ウ） 降水量（矢部川）
	① 　舞鶴観測所
	② 　黒木観測所
	③ 　杠葉観測所

	（２） 気温、風向・風速、日照時間、相対湿度
	ア） データの入手先
	イ） 気温、風向・風速、日照時間、相対湿度データの収集・整理（筑後川）
	ウ） 気温、風向・風速、日照時間、相対湿度データの収集・整理（矢部川）

	（３） 気温の概要
	ア） 筑後川
	イ） 矢部川

	（４） 風速・風向の概要
	ア） 筑後川
	イ） 矢部川

	（５） 日射量の概要
	ア） 筑後川
	イ） 矢部川

	（６） 湿度の概要
	ア） 筑後川
	イ） 矢部川


	５.２ 土地利用データ
	ア） データの入手先
	イ） 土地利用図（筑後川）
	ウ） 土地利用図（矢部川）

	５.３ 土壌データ
	ア） データの入手先
	イ） 土壌図（筑後川）
	ウ） 土壌図（矢部川）

	５.４ 地形データ
	ア） データの入手先
	イ） DEMデータ（筑後川）
	ウ） DEMデータ（矢部川）

	５.５ 流量実測データ（河川流量、土砂量、栄養塩量）
	ア） データの入手先
	イ） 流量観測地点（筑後川）
	ウ） 流量観測地点（矢部川）

	５.６ その他の追加インプット設定
	（１） 栄養塩実測データの反映
	ア） 雨に含まれる栄養塩
	イ） 地下水に含まれる栄養塩
	ウ） 土壌に含まれる栄養塩

	（２） ダム
	（３） 河川形状の設定
	（４） ポイントソース
	（５） 耕作シナリオ


	６. モデルの各種設定条件
	７. 感度分析
	７.１ 感度分析の方法
	７.２ 対象パラメータの選定
	７.３ 感度分析結果
	（１） 水収支
	（２） 土砂
	（３） 栄養塩


	８. キャリブレーション・バリデーション
	８.１ 概要
	８.２ キャリブレーションに必要なパラメータの選定
	８.３ パラメータ値
	８.４ 対象期間

	９. SWATモデル シミュレーションによる推定結果
	９.１ 筑後川の水収支
	（１） 流出パターンおよび出水イベント時のハイドログラフ
	（２） 再現精度
	（３） 流域の水収支（既存値との比較）
	（４） 水収支構成割合（流域全体）
	（５） 水流出量の空間分布（流域全体）
	（６） 流量・水収支推定に係る考察

	９.２ 矢部川の水収支
	（１） 流出パターンおよび出水イベント時のハイドログラフ
	（２） 再現精度
	（３） 水収支構成割合（流域全体）
	（４） 流量・水収支推定に係る考察

	９.３ 筑後川の土砂・栄養塩流出量
	（１） 流出パターン及び再現精度
	（２） 土地利用別 土砂・栄養塩流出量

	９.４ 矢部川の土砂・栄養塩流出量
	（１） 流出パターン及び再現精度



	VI. 菊池川モデルの再調整
	１. 菊池川モデル構築の経緯
	２. 残存課題および対応方針
	２.１ 窒素流出量の過小推計
	２.２ 水田と農地におけるリン流出量のバランス

	３. モデル再調整にかかる準備
	４. モデル再調整の結果
	（１） 水流出パターン及び再現精度
	（２） 土砂・栄養塩の流出パターン及び再現精度

	５. QSWATバージョンアップの影響
	６. 残存課題への対応

	VII. 3流域モデルの結果比較及びまとめ
	１. 3流域モデルの結果比較
	１.１ 流域別にみたパラメータ感度の比較
	１.２ 3流域における豊水年、渇水年別の水収支比較

	２. 今年度のモデル構築成果まとめ
	３. 残存課題及び今後の評価モデルの精緻化に係る計画
	（１） 筑後川モデル
	（２） 矢部川モデル
	（３） 菊池川モデル


	VIII. 山体地下水調査
	１. 概要
	２. 調査地と観測井の概要
	３. 結果
	３.１ 地文特性
	３.２ 地文特性
	３.３ 地下水位応答の実態
	３.４ 地下水位と流出量の関係および水質測定結果
	３.５ 地下水位と流出量の関係および水質測定結果

	４. まとめ
	５. SWAT-MODFLOWモデルによる地下水シミュレーション
	５.１ SWAT-MODFLOWモデルの概要
	（１） SWAT-MODFLOWモデルの構成
	（２） SWAT-MODFLOWのインタフェース

	５.２ SWATモデルの設定および構築
	５.３ MODFLOWモデルの設定および構築
	５.４ SWATモデルによるシミュレーション結果
	（１） 流出パターン

	５.５ SWAT-MODFLOWモデルによるシミュレーション結果
	（１） 流出パターン
	（２） 地下水の河川流出・涵養相互作用
	（３） 観測井地点における地下水位推定結果
	（４） 地下水位推定結果の空間分布（流域全体）

	５.６ SWAT-MODFLOWの適用性について


	IX. 事業成果の公表
	X. その他の流出物に関する検討
	１. 基礎情報の収集と論点整理
	２. 新たに検討すべき物質の候補選定

	XI. 検討委員会の開催
	１. 委員会開催の目的
	２. 水源森林保全調査・有明海等の閉鎖性海域と森林に関する調査委員会の開催

	XII. 次年度以降の調査計画
	１. 次年度以降の調査計画（案）
	２. 事業成果のとりまとめに向けて
	２.１ とりまとめの方針
	２.２ とりまとめ方法


	XIII. 巻末資料
	１. 第１回検討委員会資料
	２. 第２回検討委員会資料
	３. 第３回検討委員会資料
	４. 現地調査結果
	５. 現地調査写真
	６. 計量証明書
	７. 感度分析パラメータ
	８. 土壌データベース




